
令和４年度第２回加古川市スポーツ推進審議会 

日時：令和４年９月５日（月）19：00～ 

場所：加古川市役所 新館９階 191 会議室 

 

開 会 

 

１ 委嘱状及び任命通知書の交付 

 

２ 部長あいさつ 

 

３ 委員紹介 

 

４ 会長選出 

 

５ 会長あいさつ及び副会長指名 

 

６ 報告事項 

（１）加古川市スポーツ推進審議会の役割・経過について 

 

 

（２）加古川市のスポーツ推進の現状について 

 

 

（３）コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査結果について 

 

 

７ 協議事項 

（１）加古川市スポーツ推進計画の中間評価について 

 

 

 

８ その他 

 

 

閉 会 



  



加古川市スポーツ推進審議会委員名簿 

 

任期：令和４年８月７日～令和６年８月６日 

 

区分 推薦団体等 氏   名 役 職 等 備考 

スポーツに関する

学識経験のある者 

学識経験者 
もりた ひろゆき 

森田 啓之 

兵庫教育大学大学院 

生活・健康・情報系教育コース 

教授 

再任 

学識経験者 
おさか  みほ 

小坂 美保 

神戸女学院大学体育研究室 

健康スポーツ科学/生涯スポー

ツコース 准教授 

新任 

学識経験者 
こばやし ゆりこ 

小林 祐梨子 スポーツコメンテーター 再任 

加古川市 

スポーツ協会 

いとう  なおみ 

伊東 直美 加古川市スポーツ協会評議員 新任 

加古川市 

スポーツ推進委員会 

はま   あつし 

破魔 淳司 

加古川市スポーツ推進委員 

（勤務）但陽信用金庫 

地域創生部 調査役 

再任 

NPO 法人加古川 

総合スポーツクラブ 

みかみ よしこ 

三上 善子 
ＮＰＯ法人加古川総合 

スポーツクラブ正会員 
再任 

加古川医師会 
なかたに てつや 

中谷 徹也 加古川医師会 再任 

加古川市 

シニアクラブ連合会 

もりもと ひろし 

森本 弘 
加古川市シニアクラブ連合会 

理事 
新任 

障がい者スポーツ

関係者 

こてら まさたけ 

小寺 正健 

ひょうご障害者 

スポーツ指導者協議会 

障害者スポーツ指導員 

再任 

関係行政機関職員 
加古川市 

中学校体育連盟 

はせなか ふみとし 

長谷中 史敏 
加古川市中学校体育連盟会長 

神吉中学校長 
再任 

                         



○加古川市スポーツ推進審議会条例 

平成18年３月31日 

条例第２号 

改正 平成23年９月30日条例第16号 

令和２年12月18日条例第34号 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成23年法律第78号。以下「法」という。）第31条の規定

に基づき、加古川市スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、法第35条に規定するもののほか、市長の諮問に応じて、スポーツ

の推進に関する次に掲げる事項について調査審議し、及びこれらの事項に関して市

長に意見を述べる。 

(１) 法第10条第１項に規定する地方スポーツ推進計画に関すること。 

(２) スポーツの指導者その他スポーツの推進に寄与する人材の養成及び資質の向

上並びにその活用に関すること。 

(３) スポーツの事業の実施及び奨励に関すること。 

(４) スポーツの団体の育成に関すること。 

(５) スポーツ事故その他スポーツによって生じる外傷、障害等の防止及びこれら

の軽減に関すること。 

(６) スポーツの技術水準の向上に関すること。 

(７) 前各号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。 

（委員） 

第３条 委員は、スポーツに関する学識経験のある者及び関係行政機関の職員の中か

ら、市長が委嘱又は任命する。 

２ 委員の定数は、10人以内とする。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

４ 委員は再任されることができる。 



（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選によって定め、副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第５条 審議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開き、議決をすることができ

ない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

（庶務） 

第６条 審議会の庶務は、市民協働部において処理する。 

（補則） 

第７条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審

議会に諮って定める。 

附 則 

この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年９月30日条例第16号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ スポーツ基本法（平成23年法律第78号）の施行の日の前日において同法による改

正前のスポーツ振興法（昭和36年法律第141号）第18条第４項の規定により任命され

ている加古川市スポーツ振興審議会の委員は、第１条の規定による改正後の加古川

市スポーツ推進審議会条例第３条第１項の規定により委嘱又は任命された加古川市

スポーツ推進審議会の委員とみなす。 



（加古川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正） 

３ 加古川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成２

年条例第２号）の一部を次のように改正する。 

別表第１中「加古川市スポーツ振興審議会」を「加古川市スポーツ推進審議会」

に、「体育指導委員」を「スポーツ推進委員」に改める。 

附 則（令和２年12月18日条例第34号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 



加古川市スポーツ推進審議会の役割・経過について 

 

＜事業経過＞ 

加古川市においては、平成 18年３月にスポーツ振興法に基づき「加古川市スポーツ振興

審議会条例」を制定し、平成 18 年８月に９名の委員により加古川市スポーツ振興審議会を

設置した。 

平成 18 年度については、加古川市スポーツ振興基本計画の策定について審議するため、

文部科学省、兵庫県が策定したスポーツ振興基本計画の内容を調査・研究を行うとともに、

加古川市スポーツ振興の現状把握を行った。また、加古川市のスポーツ振興に関する市民

調査の内容について検討・審議を行った。 

平成 19 年度については、加古川市スポーツ振興基本計画の策定に向けて、加古川市のス

ポーツ振興に関する市民調査の集計・分析を行い、今後 10 年間のスポーツ振興を総合的、

計画的に推進するための基本計画として、加古川市スポーツ振興基本計画を平成 20年３月

に策定した。 

平成 20 年度については、加古川市スポーツ振興基本計画の目標数値に近づけるための具

体策として、前期５年間の取組み内容を整理したアクションプランの計画を行った。 

平成 23 年度については、審議会の名称を「加古川市スポーツ推進審議会」に改めるとと

もに、加古川市スポーツ振興基本計画の中間評価に向けて加古川市のスポーツ振興に関す

る市民調査を行った。 

平成 24 年度については、審議会委員の数を９名から 10 名に１名増員した。また、市民

調査を分析し、加古川市スポーツ振興基本計画の前期５年間の総括として計画推進のめや

す等について中間評価を行った。 

平成 25 年度については、前年の中間評価の結果を踏まえ、加古川市スポーツ振興基本計

画の目標数値達成のための後期５年間の具体的な取り組み内容を示した後期アクションプ

ランを策定した。 

平成 27 年度については、加古川市スポーツ振興基本計画の最終年度である平成 29 年度

を前にして、中間評価時の調査からの進捗状況の確認と、平成 29 年度から策定を進める加

古川市スポーツ推進計画のための、加古川市のスポーツの現状を把握することを目的とし

た、市民調査の内容について検討・審議を行った。 

平成 28 年度については、加古川市スポーツ推進計画策定のために市民調査を実施し、調

査結果を分析して現状把握を行った。 

平成 29 年度については、市民調査の結果を踏まえ、平成 30年度から 10年間のスポーツ

施策の指針となる「加古川市スポーツ推進計画」を策定した。 

平成 30 年度以降については、加古川市スポーツ推進計画関連事業の進捗管理を行ってい

る。 



令和４年度については、中間評価を実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染

症の流行によりスポーツの実施率等への影響が大きいと考えられることから中間評価を延

期した。 

 

＜会議状況＞ 

 

令和２年度 

８月 28 日（金） 第１回審議会 
・加古川市スポーツ推進計画関連事業の進捗状況 

等 

11 月 28 日（水） 第２回審議会 ・女性のスポーツ参画に向けた取組について 等 

１月・２月  
女性のスポーツに関するアンケート実施 

（１月 19日～２月 18 日まで） 

令和３年度 

５月 28 日（金） 第１回審議会 

・加古川市スポーツ推進計画関連事業の進捗状況 

・加古川市体育協会への補助金の交付について 

等 

12 月 20 日（月） 第２回審議会 
・加古川市スポーツ推進計画中間評価に係る市民

調査について 等 

令和４年度 

５月 12 日（木） 第１回審議会 

・加古川市スポーツ推進計画関連事業の進捗状況 

・加古川市体育協会への補助金の交付について 

・コロナ禍のスポーツ実施状況に関するアンケー

トについて 等 

６月・７月  
コロナ禍のスポーツに関するアンケート実施 

（６月 15日～７月 14 日まで） 

９月５日（月） 第２回審議会  

 

 

 

 

 



加古川市のスポーツ推進の現状について  
１ 所管 

加古川市 市民協働部 スポーツ・文化課 

 

２ 業務内容 

（１）スポーツ事業の企画・調整に関すること 

・スポーツ推進審議会の開催等 

   ・スポーツライフセミナー 

   ・かこパラスポーツ王国 

・加古川ツーデーマーチ 

・加古川マラソン大会 

・Ｂリーグ加古川大会 

・Ｖリーグ女子加古川大会 

・加古川市バスケットボール教室 

・加古川市バレーボール教室 

・加古川市バドミントン教室 

・カヌーイベント        等 

 

（２）スポーツ施設の管理運営に関すること 

＜主な所管施設＞ 

総合体育館、日岡山体育館、志方体育館、運動公園陸上競技場、日岡山公園グラウ

ンド、日岡山公園野球場、武道館、日岡山公園第１・２テニスコート、志方東公園

テニスコート、日岡山市民プール、浜の宮市民プール、漕艇センター、ウェルネス

パーク、スポーツ交流館、すぱーく加古川ほか 

 

（３）スポーツ及びレクリエーションの推進に関すること 

   ・スポーツ及びレクリエーション関係団体との連絡調整等（加古川市スポーツネッ

トワーク委員会・加古川市スポーツ推進委員会・加古川市スポーツ協会・NPO 法人

加古川総合スポーツクラブ） 

・障がい者スポーツの理解及び普及 

 

 

 

 

 



３ 市内の主なスポーツ団体 

（１）加古川市スポーツ協会 

・活動内容：昭和 16年に設立し、現在、27種目のスポーツ協会が加盟し、スポーツ

の普及・振興、競技スポーツの強化等を図り、加古川市の明るく豊か

な市民生活の形成に寄与することを目的に活動している。 

令和２年度に創立 80周年を迎え、これまでに市民の健康づくりをテー

マとした健康・体力づくり事業や平成元年より開催している加古川カッ

プ綱引大会などを実施しており、広く市民に対してスポーツに親しむ機

会を提供している。 

・会 員 数：約 13,000 名 

・種目協会：27 種目協会 

加古川野球協会、加古川市陸上競技協会、加古川ソフトテニス協会、

加古川市バレーボール協会、加古川ソフトボール協会、加古川市バス

ケットボール協会、加古川バドミントン協会、加古川市柔道協会、加

古川市剣道連盟、加古川市空手道協会、加古川山岳協会、加古川市少

林寺拳法協会、加古川市卓球協会、加古川市家庭バレーボール協会、

加古川市サッカー協会、加古川市ママさんバレーボール協会、加古川

市テニス協会、加古川水泳協会、加古川市ハンドボール協会、加古川

市ゲートボール協会、加古川市なぎなた協会、合気道加古川市連盟、

加古川市ボクシング協会、加古川ボート協会、加古川ラグビー協会、

加古川市グラウンドゴルフ協会、加古川市ゴルフ協会 

・種目協会大会数：約 150 事業（令和３年度実績）  

・主催事業：健康・体力づくり事業、体育功労者・優秀選手表彰、国体出場者激励

会、加古川カップ綱引大会 

 

 

 

 



（２）加古川市スポーツ推進委員会 

・委 員 数：48 名（男性 33 名 女性 15名） 

・部 会 数：５部会 

（研修部会、広報部会、事業部会、普及部会、パラスポーツ部会） 

・活動内容：スポーツ推進委員は、加古川市長より委嘱（非常勤）され、加古川市

のスポーツ推進・発展のために、地域スポーツの実技指導やスポーツ

に関する情報誌の発行、また、総合型地域スポーツクラブの育成や市

スポーツイベントに協力する等、様々な形で市民の皆さんのスポーツ

ライフを支援する。 

・主な指導事業（令和元年度実績）：◇加古川市スポーツライフセミナー 

・実施日：令和元年６月～８月 

・場  所：３小学校、日岡山体育館 

◇かこパラスポーツ王国 

 ・実施日：令和元年８月 25日（日） 

 ・場 所：加古川市立総合体育館 
 

◇親子ふれあい体操・体力測定（第７回加古川

スポーツカーニバル） 

・実施日：令和元年 11月３日（日・祝） 

・場 所：加古川市立総合体育館 

◇その他 

地域スポーツの普及・啓発（研修）、加古川

マラソン、加古川カップ綱引大会等市のスポ

ーツイベントの支援・指導を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）NPO 法人加古川総合スポーツクラブ 

・会 員 数：2,679 名（令和４年８月１日現在） 

・活動クラブ：31クラブ 

・組    織：12 エリア総合スポーツクラブ 

・活動種目：42種目（バスケットボール、バレーボー

ル、バドミントン、卓球ほか） 

・活動場所：主にクラブハウスを設置している小・中学校 

・指定管理：志方体育館、志方東公園テニスコート 

・活動内容：「いつでも、だれでも、どこでも、いつまでもスポーツが楽しめます。」

を合言葉に、市民が日常生活の中で自発的にスポーツを楽しみながら、

健康・体力を維持増進することができる、総合型地域スポーツクラブの

確立をめざし、週１回のスポーツの実施を促進している。 

・経    緯：①平成 11 年度に文部科学省の補助事業「総合型地域スポーツクラブモ

デル事業」の採択を受け、市内を５地区に分けクラブを立ち上げた。 

②平成 12年度に兵庫県補助事業「スポーツクラブ 21 ひょうご事業」の

採択を受け、平成 16 年度までに 28スポーツクラブを立ち上げ、その

後再編により、31スポーツクラブが設立され、現在に至っている。 

③平成 13 年５月には、社会的認知を高めるため、また、財源確保の観

点から NPO 法人格を取得し、自主的な運営をめざした。 

④平成 20年には、設立 10 周年を迎え市民を対象とした記念講演会や記

念事業を実施した。 

⑤平成 22年度は、設立 12 年目を迎え、役員の負担軽減、指導者の確保

と共有化、各スポーツクラブの強化を目的として、31の総合スポーツ

クラブを、中学校区を単位とした 12 エリアに組織の再編を行い発展

的な活動を行った。 

⑥平成 23年 10 月７日に、地域におけるスポーツの健全な普及及び発展

に貢献し、地域におけるスポーツの振興に顕著な成果を挙げたスポー

ツ団体として、平成 23 年度生涯スポーツ優良団体表彰（文部科学大

臣表彰）を受賞した。 

⑦平成 30年度に設立 20周年を迎え、記念式典や

記念交流イベントを実施した。 

・特色：①所属するスポーツクラブ以外の活動にも参加できる。 

②興味のある種目は、自由に参加できる。 

③広報誌やホームページにより情報発信している。 

④障がい者スポーツの種目がある。



（４）加古川市スポーツネットワーク委員会 

・組  織：加古川市スポーツ協会 会長及び副会長…４名 

      加古川市スポーツ推進委員会 会長及び副会長…５名 

      NPO 法人加古川総合スポーツクラブ 理事長、副理事長…４名 

      顧問（スポーツネットワーク委員会前会長）…１名 

 

・経  緯：① 加古川市内の主要なスポーツ団体である上記３団体が、ウェルネス

都市加古川の実現と市民の健康づくりに寄与することを目的として、

平成 23 年度に「加古川市スポーツ関係団体ネットワーク会議」を発

足した。 

② 「加古川市スポーツ関係団体ネットワーク会議」では、スポーツ関

係団体３団体と行政が、それぞれの活動の情報交換を通じて連携を

図り、また、加古川市総合基本計画や加古川市スポーツ振興基本計

画に基づく、スポーツ施策の今後の取り組みについて討議を行った。 

③ 平成 25 年５月には、「会議」から、より実践に向けた団体として活

動するため、「加古川市スポーツ関係団体ネットワーク委員会」と名

称を変更した。委員会では、より具体的な計画として、スポーツ関

係３団体が主催する「加古川市民スポーツカーニバル」を提案し、

組織的に企画・準備をすすめるため、「加古川市民スポーツカーニバ

ル実行委員会」を設置し、開催している。なお、10 月には、現在の

名称である「加古川市スポーツネットワーク委員会」に名称を変更

している。 

④平成 30 年度に実施した第６回より、市内企業等に広く周知するため

「加古川市民スポーツカーニバル」から「加古川スポーツカーニバ

ル」へ名称を変更した。 

・主な事業：加古川スポーツカーニバル 

 

 

 

 

 



施策・目標 具体的施策 主な関連事業

①幼児を対象とした運動遊びの充実
・なかよし運動会
・加古川スポーツカーニバル（親子ふれあい体操）

②学校におけるスポーツ活動の充実
・放課後子ども教室
・中学校部活動支援事業

①ビジネスパーソンのスポーツ習慣づくり ・スポーツライフセミナー

②女性がスポーツに参画しやすい環境整備 ・アンケートの実施

③高齢者スポーツの推進 ・シニアクラブ活動

①スポーツとの多様な関わり方の提案 ・スポーツ能力測定会

②ライフスタイルに合わせたスポーツ情報
　の提供

・かこがわ・新コンセプトウォーキングコース

①競技スポーツ選手のスポーツ環境整備

・選手育成機会の提供
・選手育成コース
・バスケットボール教室
・バレーボール教室
・俊足王決定戦
・バドミントン教室
・小学生ボート体験教室
・加古川市民さわやか賞

②競技スポーツ指導者の育成・確保 ・障がい者スポーツ指導員の育成

①障がい者スポーツの組織基盤の整備 ・障がい者スポーツ指導員講習会への参加促進

②スポーツ施設における障がい者等の
　利用促進

―

③障がい者スポーツの実施機会の増加

・ふれあいスポーツ教室
・加古川スポーツカーニバル
・かこパラスポーツ王国
　　　（パラリンピック機運醸成イベント）

④ノーマライゼーションの推進
・加古川ツーデーマーチ
・加古川マラソン大会

①健康・スポーツに関する情報発信
・ウェルネスプラン運動・身体活動ワーキングチーム
・特定保健指導
・いきいき健康サークル

②散歩・ウォーキング・健康体操の推進
・かこがわ・新コンセプトウォーキングコース＜再掲＞
・ラジオ体操の推進
・いきいき百歳体操活動支援

③スポーツ推進委員会の活用
・スポーツ推進委員派遣事業
・スポーツ推進委員研修会

①地域におけるスポーツ環境・スポーツ情報
　の充実

・公民館活動
・少年団活動

②スポーツイベントの開催

・加古川スポーツカーニバル＜再掲＞
・かこパラスポーツ王国
　　　（パラリンピック機運醸成イベント）＜再掲＞
・加古川カップ綱引大会
・健康・体力づくり事業
・加古川市民レガッタ
・加古川レガッタ（関西学生秋季選手権）
・加古川ツーデーマーチ＜再掲＞
・加古川マラソン大会＜再掲＞

③地域でのスポーツイベントの開催 ・世代間交流学習会

④ホストタウンを契機としたスポーツ交流
　の促進

・加古川市スポーツサポーター養成講座

①スポーツ施設の充実

・スポーツ施設等による主催講座、教室
・トレーニング室の利用促進（日岡山体育館）
・トレーニングジムの利用促進（総合体育館）
・プール及びジムの利用促進
　（ウェルネスパーク、スポーツ交流館）
・競技場の個人利用促進（運動公園陸上競技場）

②学校体育施設等の開放 ・学校体育施設等の開放

③スポーツ施設に関する情報提供・
　利用手続きの簡素化

・スポーツ施設等予約システム

①スポーツ大会の情報提供
・Ｂリーグ加古川大会
・Ｖプレミアリーグ女子バレーボール加古川大会

②大規模競技大会の誘致 ―

③身近な観戦スポーツの推進 ・スポーツタウン加古川.ｊｐのＨＰ

①スポーツボランティアの養成・確保
・指導者研修会の情報提供
・加古川マラソン大会＜再掲＞
・加古川カップ綱引大会審判講習会

②スポーツ指導者の養成・確保 ・加古川市スポーツサポーター養成講座＜再掲＞

①多角的なスポーツ情報の提供
・広報かこがわ情報
・スポーツタウン加古川.ｊｐのＨＰ＜再掲＞

②スポーツの情報発信方法の工夫
・市スポーツイベント情報
・スポーツ推進委員だよりのＨＰ掲載
・播磨圏域連携中枢都市圏連携事業（８市８町）

①NPO法人加古川総合スポーツクラブ
　の質的な充実

・スポーツクラブ活動の推進
・スポーツクラブマネージャー研修会

②地域の課題解決に向けた取組の推進 ・クラブハウスの利用促進

③運動部活動への協力体制の拡充 ・準備委員会等の開催

（２）観戦スポーツの推進

（３）スポーツボランティアや指導者の発掘と養成

（４）スポーツについての情報発信

（５）総合型地域スポーツクラブの充実

２．スポーツを通じた共生社会の実現

（１）障がい者スポーツの振興

（２）健康・体力づくり事業の推進

（３）スポーツを通じた地域活性化

３．スポーツ環境の充実

（１）身近に利用できる「場所」の確保

（４）競技スポーツの推進

加古川市スポーツ推進計画の体系とその主な関連事業（令和４年度）

１．スポーツ参画人口の拡大

（１）子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

（２）ライフステージに応じたスポーツの推進

（３）スポーツに関心のない人へのはたらきかけ



2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

県の動向

国の動向

関連動向

▲ ▲ ▲

市の動向 ▲
加古川市総合計画

兵庫県スポーツ推進計画

スポーツ基本計画（第2期）

加古川市スポーツ推進計画

ラグビーワール

ドカップ2019

東京2020オリンピック・

パラリンピック競技大会
関西ワールドマスターズ

ゲーム2021

中間評価

加古川市スポーツ推進計画中間評価に係る市民調査について  
平成 30 年 3 月、「加古川市総合計画」において掲げられている将来の都市像『いつまでも

住み続たいウェルネス都市 加古川』を実現するため、健康・体力づくり、食育、子育て、障

がい者、高齢者等、身体活動やスポーツに関連する様々な計画との整合性を保ちながら、加古

川市のスポーツ施策を総合的に推進するために策定されました。  
法的根拠 「スポーツ基本法」第 10 条第１項  

この計画の期間は、平成 30 年度（2018 年度）から平成 39 年度（令和 9 年度：2027 年度）

までの 10 年間となってます。また、策定から５年後を目途に市民を対象とした「スポーツ実態

調査」を実施し、市民の意見等の把握を行い、取組内容を点検・評価することとしていました。              
実施時期 H19.3 H23.11 H28.7 R4（H34） R8（H38） 

目 的 計画策定の状況

把握 

中間評価 目標数値の達成把

握及び次期計画へ

の反映 

中間評価 目標数値の達成把

握及び次期計画へ

の反映 

発送日 H19.3.2 H23.11.25 H28.7.7 － － 

締切り H19.3.28 H23.12.14 H28.8.12 － － 

発送数 3,031 通 1,081 通 3,000 通 1,000 通 3,000 通 

回収数 1,303 通 482 通 1,300 通 － － 

回収率 43.0％ 44.6％ 43.3％ － － 

＊表中の「計画」は、H23 までは加古川市スポーツ振興基本計画、H28 以降は加古川市スポーツ推進計画 

★ 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

スポーツ
推進審議会

●5/12（木）
　第1回審議会

●9/5（月）
　第2回審議会

スポーツネット
ワーク委員会

関係

●6/9（木）
　第1回ＮＷ会議
●6/30（木）
　カーニバル実行委
　員会（第1回）

●8/23（火）
　カーニバル実行委
　員会（第2回）

●10月上旬
　 第2回ＮＷ会議
●カーニバル実行委
　員会（第4回）

●11/3（木・祝）
　第10回加古川スポー
　ツカーニバル

●12月上旬
　 第3回ＮＷ会議

スポーツ協会
関係

●4/12（火）
　評議員会（第1回）
●4/20（水）
　理事会（第1回）

○表彰者案内
●5/21（土）
　体育協会総会

○健康・体力づくり事
　 業　前期　〆切

●評議員会（第2回）
●理事会（第2回）
●国体出場者激励会

○健康・体力づくり事
　 業  後期　〆切

●2/25（土）
　綱引大会前日準備
●2/26（日）
　加古川カップ綱引大
　会 ●表彰委員会

スポーツ
推進委員関係

●4/９（土）
　 第1回定例会

●5/13（金）
　チームパラスポーツ
　研修部
●5/27（金）事業部会

●広報部会
●スポーツライフセ
　ミナー

●8月上旬
　 実技研修会
●事業部会
●スポーツライフセ
　ミナー

●第1回運営委員会
●スポーツライフセ
　ミナー

●10月上旬
　 第2回定例会

●広報部会 ●広報部会
●3月上旬
　 第2回運営委員会

その他

●7.月下旬
　市民レガッタ（ワール
ドマスターズゲームズ
オープン競技）

●8/21（日）
　かこパラスポーツ
　王国

●9/24(土）、25（日）
　カヌーPRイベント

●11/12（土）、13（日）
　加古川ツーデーマー
チ

●12/18（日）
　加古川マラソン大会

令和４年度スケジュール

健康・体力づくり事業 前期実施 健康・体力づくり事業 後期実施
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・テ ー マ：コロナ禍のスポーツに関するアンケート 

・調査目的：新型コロナウイルス感染症の流行で未曽有の危機に直面する中、市民のスポ

ーツ参画状況や意識がどのように変化したかについて調査し、今後 with コロ

ナ社会において、スポーツを推進するための参考とすることを目的とする。 

・調査対象者：市民 

・調査期間：令和４年６月 15 日（水）から令和４年７月 14 日（木） 

・調査方法：市内公共施設等でのアンケート用紙の設置（17 箇所）、インターネット（市

ホームページ）を利用した WEB アンケート 

・設 問 数：９問 

・対象者数：1,013 名 

 

 

 

 

【質問１】あなたの年齢をお答えください。  

     次の中からあてはまる番号 1 つに○印をつけてください。 

     （１）20 歳未満   （２）20 歳～29 歳 （３）30 歳～39 歳 

     （４）40 歳～４９歳 （５）50 歳～59 歳 （６）60 歳以上 

 

【質問２】あなたの性別をお答えください。 

     次の中からあてはまる番号 1 つに○印をつけてください。（任意） 

     （１）男 （２）女 （３）その他 

１．あなた（回答者）のこと 

 

コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査結果 

加古川市 

43%

56%

1%

(1)男

(2)女

(3)その他

全体

=1,012

全体=1,013 6% 9%

18%

25%

19%

23%
（１）20歳未満

（２）20歳～29歳

（３）30歳～39歳

（４）40歳～49歳

（５）50歳～59歳

（６）60歳以上

全体=1,013人 
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【質問３】あなたは、新型コロナウイルス流行後（※概ね令和２年２月以降）どのくらい

スポーツ（運動）を行っていますか。 

     ※スポーツ（運動）には、意識して体を動かすことも含みます。 

（例：駅まで歩く、動画配信サイトを観ながらの運動なども含む。） 

    次の中からあてはまる番号 1 つに○印をつけてください。 

 

（１）週に３日以上          （２）週に１日程度 

     （３）月に１日程度          （４）年に数日  

（５）コロナ流行後にまったく行わなくなった ⇒質問４～６、９へ 

 （６）コロナ流行前からまったく行っていない ⇒質問９へ 

 

 

【質問４】新型コロナウイルス流行前と流行後で、スポーツ（運動）を行う回数に変化は

ありますか。 

 次の中からあてはまる番号 1 つに○印をつけてください。 

（１）増えた （２）ほとんど変わらない （３）減った 

 

２．スポーツ実施状況などについて 

全体=1,006 40%

29%

8%

6%

5%

12%

(1)週に3日以上

(2)週に1日程度

(3)月に1日程度

(4)年に数日

(5)コロナ流行後にまったく行わな

くなった
(6)コロナ流行前からまったく行っ

ていない

全体=1,006 
11%

55%

34%

(1)増えた

(2)ほとんど変わらない

(3)減った

全体=882
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【質問５】新型コロナウイルス流行前と流行後で、スポーツ（運動）を行う意欲に変化は

ありますか。 

     次の中からあてはまる番号1つに○印をつけてください。 

（１）高くなった （２）ほとんど変わらない （３）低くなった 

 

 

【質問６】新型コロナウイルス流行後、スポーツ（運動）を実施するにあたっての阻害要

因はありますか。 

次の中からあてはまる番号すべてに○印をつけてください。 

（１）新型コロナウイルスへの感染不安   （２）公園や施設等の利用制限 

     （３）チーム（団体）の活動が中止になった （４）他者の視線 

     （５）所得減少による影響         （６）大会の延期や中止 

（７）一緒にスポーツをする人がいない   （８）特に阻害要因はない 

（９）その他（          ） 

 

■「（９）その他」の記載内容 

（生活や環境、体力の変化に関すること） 

・家にいることが当たり前になった。 

・テレワークの為おっくうになった。 

(1)新型

コロナ

ウイル

スへの

感染…

(2)公園

や施設

等の利

用制限

(3)チー

ム（団

体）の

活動が

中止…

(4)他者

の視線

(5所得

減少に

よる影

響

(6)大会

の延期

や中止

(7)一緒

にス

ポーツ

をする

人が…

(8)特に

阻害要

因はな

い

(9)その

他

系列1 406 325 204 156 42 235 68 161 37

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

全体=1,634

12%

67%

21%

(1)高くなった

(2)ほとんど変わらない

(3)低くなった

全体=810
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・仕事が変化した。増えた。 

・忙しくなって時間がなくなった。 

・コロナ禍の時に病気になった。 

・自治体の感染対策が緩和されても職場ルールは厳しいため、団体スポーツは

難しい。感染リスクの点から、集まる人も少なくなった。 

・年齢を重ね、体力が落ちたため、しんどい。 

・スポーツをする人が少なくなった。 

・応援ができない。 

 

（感染対策に関すること） 

・マスクの着用 

・科学的でない感染対策 

 

（その他） 

・部活動休止や大会中止などはしないでほしい。 

・５月に政府からマスク着用の新たな考え方が発表されたが、屋外においても

マスク着用している人が多く、マスクをしていないと白い目で見られる傾向

にある。マスク着用の考え方について広報し、スポーツしやすい環境を作っ

てほしい。 

・コロナ流行前に戻りつつある。 

・自宅で一人でスポーツをしているので問題ない。 

・人災（マスクや価値観による分断） 

・家庭の事情 

・子どもの勉強 

・変化なし 
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【質問７】新型コロナウイルス流行後、新たに始めたスポーツ（運動）はありますか。 

     次の中からあてはまる番号すべてに○印をつけてください。 

（１）ウォーキング（散歩） （２）ランニング（ジョギング） 

（３）ストレッチ      （４）ヨガ 

（５）筋力トレーニング   （６）スイミング 

（７）ゴルフ        （８）ラジオ体操 

（９）特に始めていない   （10）その他（          ） 

 

■「（10）その他」の記載内容 

（一人でできるスポーツ） 

・サイクリング・ロードバイク・山登り・ボルダリング・農作業・ボウリング・

室内ランニング・エアロビクス・エアロバイク・トランポリン・神楽 

 

（複数人で行うスポーツ） 

・ソフトボール・バレーボール・卓球・ミニバス・グラウンドゴルフ・テニス・

バドミントン・バスケットボール・体操クラブ・ダンス・空手 

 

（動画をみて行うスポーツ・ゲーム） 

・リングフィット・フィットボクシング・動画を見ながらフィットネス・動画

を見ながらの運動 

 

（変わらない） 

・前と変わらない。 

・コロナ関係なく個人的にスポーツをしているため新たには増えていない。 

・以前と同じ運動 

 

【質問８】新型コロナウイルス流行後、どのような感染症対策を行いながらスポーツ（運

動）を実施していますか。 

    次の中からあてはまる番号すべてに○印をつけてください。 

     （１）三密を避ける。  

（２）マスクやフェイスシールド、マウスシールド等を着用する。 

     （３）自宅で行えることを中心に実施する。 

(1)

ウォー

キング

（散…

(2)ラ

ンニン

グ

（ジ…

(3)ス

トレッ

チ

(4)ヨ

ガ

(5)筋

力ト

レーニ

ング

(6)ス

イミン

グ

(7)ゴ

ルフ

(8ラジ

オ体操

(9)特

に始め

ていな

い

(10）

その他

系列1 157 40 91 39 76 23 19 29 455 45

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450
500

全体=974
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 （４）公園や施設は人が少ない時間帯に利用する。 

（５）その他 

 

 

■「（５）その他」の記載内容 

（マスクに関すること） 

・マスクを着用する。 

・スポーツ活動時はマスクを外し、活動時以外は着用する。 

 

（消毒） 

・手指、用具を消毒する。 

・こまめに消毒する。 

 

（密を避ける） 

・人の少ない場所・時間でスポーツをする。 

・野外でスポーツをする。 

・1 人でする。 

・近づきすぎないように距離を取る。 

 

（その他） 

・うがい手洗い 

・会話を控えめにする。 

・特にしていない。 

・マスクは酸欠や熱中症を引き起こすため必要ない。 

 

 

【質問９】スポーツ（運動）に関してご意見やご要望がありましたら、ご自由にお 

書きください。 

 

（施設等の整備に関すること） 

・ジョギングがしやすいよう路側帯を整備してほしい。 

・河川敷のトイレが汚すぎるため、定期的に掃除が行われる常設トイレを設置し

てほしい。 

・楽しめるランニングコースがほしい。 

(1)三密を避け

る。

(2)マスクや

フェイスシー

ルド、マウス

シールド等…

(3)自宅で行え

ることを中心

に実施する。

(4)公園や施設

は人が少ない

時間帯に利用

する。

(5)その他

回答数 503 420 187 177 29

0

100

200

300

400

500

600
全体=1316 



7 

 

・安く、夜間まで利用できる公共のジムがあれば利用したい。 

・施設予約システムでの予約をせずに、気が向いた時に利用できる施設(屋外・

屋内ともに)があると良い。 

・施設利用料金が高い。 

・日岡山公園グラウンドの備品（例：サッカーゴールネットが破れている等）に

不備が多い。備品使用料を徴収しているので、しっかりと備品を管理するよう

改善してほしい。 

・河川敷に休憩スペース等が整備されると出かけやすい。 

・会費が安く、体力的に無理のない運動教室を日岡山体育館で開いてほしい。 

・武道館は、夏は扇風機だけでは暑すぎて行けない。 

・現状のスポーツ施設は健常者の為の施設しか無いと感じる。障害のある人が健

常者の目を気にしなくても安心して利用出来る施設があれば使いたい。 

・市内のスポーツ施設は全て予約制で、テニスコートなど非常に使いにくい。施

設予約システムで予約ができるのは良いが、料金の支払いシステムが不便なの

で、便利にして欲しい。 

・市内で手軽にスポーツを楽しめる場所がない。 

・河川敷をもっとオープンにして欲しい。 

・河川敷テニスコートを整備して欲しい。 

・学校施設をもう少し遅くまで利用したい。 

・小学校施設の利用について、一部の子供対象の団体が団体名を分けたり、多く

の回数や長時間の利用している。また、時間枠だけ確保して実際は使用してい

ない等、他の利用希望者が利用しにくい。当然許可している学校も状況を把握

している。中学生のクラブ活動では、土日のどちらかを休むや時間制限を行っ

ていることとの違和感がある。 

・公共のプールが減ったことが残念。 

・施設が老朽化しても施設を残して充実させてほしい。高齢になった時に運動で

きる場所を残してほしい。 

・市民にスポーツを推奨している割に、施設利用料が高い。市民は料金の安い施

設を予約するため、安い施設はほとんど空いていない。総合体育館や日岡山体

育館は空いている時間帯が多いので、もったいない。神鋼加古川体育館は、料

金が安いので、ほとんど予約で埋まっていた。 

・健康を意識した器具や施設を設置している市町が増えている。加古川市の公園

や施設は老朽化したままのところが多く、器具や施設を見直す必要があると考

える。また、ウォーキングやランニングスポットなどの拡充だけでなく従前の

スポットの定期的なメンテナンスも必要。 

・学校の運動場にナイター設備をつけていただく等、夜間でも安心して運動でき

る身近な場所を、各校区に増やしてほしい。 

・学校の体育館にエアコンを付けてほしい。 

・公園での子どもの自由度が低くて困っている。（ボール禁止など） 

・室内で快適に運動できる環境が必要。 

・公認のプールが無くなったのは残念。アクセスの良い所にスポーツ施設がない

ため高齢者が行きにくい。 
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・自分の空き時間や休日等、好きなときに自由に行ける場所があれば理想。 

・鉄道駅周辺を「歩く」ことが楽しめる歩道や街灯、緑化はどうか。 

・室内用のテニスコートを作ってほしい。 

・武道館に冷暖房設備を入れてほしい。 

・日岡山公園テニスコートのコート数が少なくなると聞いた。減らさないでほし

い。もっとテニスができるところを増やしてほしい。 

 

（感染症対策に関すること） 

・孫の試合の応援ができないことが残念。運動会も見に行けず、孫との距離が離

れた。 

・過剰な対策は必要ないと考える。 

・感染症対策はすべてやめてほしい。 

・一日中塾でも部活でもマスクをしている。大人は居酒屋やランチで話している

のに、子供は前を向いて黙食というのはおかしい。だから不登校や自殺の子が

増える。 

・子供が一番可哀想。 

・コロナ対策が行われている安心した環境で運動したい。 

・マスクを外すと人目が気になるので、屋外や人の少ない場所でのマスクの不要

について、行政から発信してほしい。 

・緊急事態宣言中、平荘湖周辺の駐車場が閉鎖され、路上駐車があった。通行す

る車や歩行者も危険。大きな公園併設の野外駐車場が閉鎖される意味が分から

ない。 

・コロナワクチンの個別接種を推進し、市内体育館の一般利用が制限されないよ

うにしてほしい。 

・体育館がワクチンの集団接種会場により長期間利用できず、大会がないことが

残念。 

・コロナの健康被害と、スポーツができないことによる長期的な影響を十分に比

較するべき。個人的には、スポーツ施設が制限されて使いにくくなり、長期的

に健康状態が悪くなる方が、健康寿命が短くなると思う。 

・公園内のトイレ入口等にも、体温測定機や消毒液を設置したり、パトロールし

たりしてほしい。 

・屋外でのマスク着用は不要ではないか。 

・感染拡大が一息ついてきて、感染前には当然及ばないが活動しやすい環境にな

ってきた。早くマスクのいらない社会環境下で、自由に運動したい。 

・日本は、かなり遅れていると思う。 

・娘がミニバスをしているが、コロナ禍以降、ことごとく大会は中止や開催され

ても観覧制限などで、応援したい気持ちも制限されている。当初は仕方ないと

考えていたが、今年度に入ってからの大会中止や制限に関しては疑問を感じる。 

子供達の未来が、私たちが子供の頃描いていた未来とは違うものになるのでは

ないかと危惧している。10 年先、20 年先、そして 50 年先のことを考えて

今は子供達の未来が大切なのではないか。 

・公共施設で高齢者とスポーツをしていたが、コロナ禍で活動休止になった。そ
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の後、活動が再開されたが、私は高齢者に感染させてしまうことが怖くて活動

できていない。 

・ワクチン未接種の児童への感染や重症化の懸念が未だ払拭されていないが、ス

ポーツイベントは社会生活の中で必要なものであると考える。参加者への抗原

検査実施等の厳格な規則のもと取り組んでいただきたい。 

・個人的にはマラソン、登山、筋トレはコロナ関係なくスポーツをしていたが、

バドミントンやバレー、草野球などの団体スポーツは、コロナ前と現在では、

メンバーが集まらなくなった。理由は様々だと考えるが、個人で行うマラソン

や登山、スケボー、ボート、筋トレはコロナ前と変わらず続けられている方が

いる。職場はまだまだコロナ感染も続いており、団体でのスポーツイベントの

参加はなかなか難しいと考えるが、急がず徐々に元に戻っていくのではないか。 

・会議はオンラインでもできるが、スポーツは種類によってはやはり対面のほう

が楽しい。昨年の「Run to the MOON～月まで協走～」は工夫されており、

一人でも楽しかった。 

・まだコロナ感染の危険性がある以上、節度ある意識と行動でルールを守ってみ

んなが安心して気持ち良く健康生活を送ることだと考える。私は、感染して中

等症のⅡで入院し、3 ヵ月後の現在も後遺症で苦しんでいる。感染していない

人と感染した人とではコロナに対する恐怖感や意識が全く違うことが怖い。 

・スポーツも大事なので、密を避けてなら良いと思う。 

・コロナの警戒意識をなんとかしないと運動を推進できない。 

・マスクの着用により、冬は寒冷じんましんで擦れて顔が腫れあがり、夏は熱中

症になるため、外出もできず、スポーツどころではなくなった。 

・マスクを着用して運動していたら濃厚接触者にはならないと思いマスクを着用

していたが、相手がマスクを着用していなければ、条件によっては濃厚接触者

になると聞き、熱中症も怖いためマスクを着用しながらの運動はやめた。濃厚

接触者の制度を早く辞めてほしい。 

・マスクを着用してコロナ前と同じようにしてスポーツをしている。夏は少し暑

いが、楽しく頑張っている。 

・医療より運動が大切。 

・ワクチン接種済みの人はマスク着用を不要にしてほしい。 

 

（金銭面に関すること） 

・お金をかけずにスポーツができれば、休日にスポーツがしたい。 

・加古川市（兵庫県）には多数のゴルフ場があるため、市民が気軽に行けるよう

優待券や割引制度を作ってほしい。 

 

（情報発信に関すること） 

・新規募集のチームやスポーツをしているチームを探す方法がわからない。 

・ホームページが分かりにくく、検索することが嫌になった。 

・加古川市のホームページを知らない人が多い。健康づくり講座など、もっと視

聴してほしい。 
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・スポーツ施設の情報をもっと分かりやすくして欲しい。 

 （例：〇〇施設が〇〇時～使用可能。等） 

・予約方法を広報誌等に掲載すると分かりやすい。 

・クラブチームやスポーツ団体でなくても、個人で学校の体育館や公共施設を使

用できるか知りたい。 

・近場のグラウンドゴルフのパンフレットが欲しい。 

・施設予約システムを見やすくしてほしい。 

・広報誌等を通してスポーツイベントを積極的に発信してほしい。 

 

（イベントに関すること） 

・イベント（ツーデーマーチや加古川マラソン大会等）の再開を望む。 

・屋外で気軽に参加できるイベント（ヨガ等）があれば嬉しい。 

・人数制限してもいいので、スポーツができる機会を増やしてほしい。ウォーキ

ングの大会など復活してもらいたい。 

・河川敷でのウォーキングイベントが楽しかったので、定期的に開催してほしい。 

・スポーツはどこか「特別なこと」のような気がしている。気軽に参加できるイ

ベントや 1 日講座などを楽しみたい。 

・市でオンラインのスポーツがあれば参加したい。 

・若い人も気軽に参加できるイベントや教室が増えると嬉しい。 

 

（その他） 

・スポーツをしてみたいが、チームの人間関係がめんどくさい。 

・やりたいスポーツのチームが見つからなかった。 

・高齢者の運動や活動(老人大学や老人大学の OB 会活動、etc)を積極的に支援

してほしい。 

・気軽に参加でき、縛りがきつくないスポーツが長く続けられると考える。 

・近所で伸び伸びと体を動かせる場所があると良い。 

・フルタイムで仕事をしていた時はスポーツをしていなかったが、やめてから週

１でテニススクールに通い、8 年続いている。体力が向上し、ストレスも発散

できて、健康な毎日を送れている。また、新たな友達もできたため、勇気を出

して始めて良かった。 

・身体を動かしたいと思うもののきっかけが掴めず、何からしたらいいか分から

い。以前、動画配信サイトを視聴しながらストレッチをして膝を痛めたので、

独学で取り組むことが怖くなった。自分に合った運動が知りたい。 

・スポーツで活躍している選手の表彰制度を整えてほしい。さわやか賞だけでは

他の市町村と比較してハードルが高すぎる。 

・安くて近くにある公民館の登録団体に参加することが一番手軽だが、登録団体

がまた上部組織を作って公民館内で活動しなければならないことが負担にな

っている。登録メンバーが減る要因になっていると考える。 

・JR 加古川駅前でダンスをしたい。 

・子どもと一緒に、自宅周辺や運動公園等の遊具がない公園で散歩をしている。 

・無理に環境を変えようとせず、生活面で市民の暮らしを支えてほしい。 
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・年齢制限なくバドミントンが習えるところがほしい。 

・健康寿命を延ばす為の運動をこれからは行っていきたい。 

・スポーツクラブでグラウンドゴルフを楽しんでおり、これから大会が増えるこ

とを期待している。 

・民間スポーツクラブへの指導。 

・愛犬との散歩が朝夕の日課になっており、1 日 10,000 歩を目標にしている 

・愛犬や家族とふれあう時間のなかで、同時に運動できることがありがたい 

・月１回、近所の有志とバレーボールをしており、気のおけないメンバーなので

良いリフレッシュになっている。 

・できる範囲で、継続することが大事。 

・運動したい気持ちはあるが、小さい子どもがいるため自分の時間が持てず、運

動不足。 

・仕事帰りに行ける大人のスイミングスクールがあると嬉しい。 

・一人でも、家族と一緒でも、気軽に家の中でもできる運動を考案してほしい。 

・住宅街で走る（歩く）と不審者扱いされそうでできない。 

・テレワークにより通勤時の歩行が少なくなったため、平日の運動が減っている。 

・60 歳以上の人のための簡単なストレッチや健康体操などを、会館や公会堂な

どの身近な場所でしてほしい。公民館は遠い。 

・高齢者なので身体を動かすことの大切さを痛感している。自宅でできる運動や、

人が少ない場所でのウォーキングに力を入れて取り組んでいる。 

・運動好きな人はいいのだろうが運動嫌いからするとうんざりする。運動する気

力、体力、お金がない。とにかく運動への内的モチベーションが湧かない。 

もう体育の授業で笑われていじめられていたため、二度と人前で運動したくな

い。 

・80 歳を超えたので無理な運動はできない。ボケないように、時々、テレビを

見ながら認知症予防体操をやっている。 

・運動を継続することて、健康と体力が維持でき、コロナ等の疾病への抵抗力が

向上すると信じている。 

・アンケートの年齢に 70 歳、80 歳、90 歳があってもよいのではないか。 

・移動は公共交通機関しかないので、いろいろな所へは行けないので、参加等難

しいです。 

 


